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:304.地方自治体における縫麟づくりのための援
療経済的姿図*SATプロジェクト 14・
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1大洋村投場 I，z筑波大学}3A瞬天堂大学
{話的}高齢者が重要な社会の…慣として，他世代とともに
社会を支えていくという構閣にJ基づいて，海齢者の生きがいと
鍵燦づくりが同時に、満足される地域社会議境を部迭することが
!i{lまれており，高齢社会対策として人口i針葉の小さい町村にお
ける縫媛づくりシステムの開発は議嬰銀総である，
本研究では，地方自治体における鍵撲づくり施策推進におけ
る援療経済的姿協への影響の線度制鍛1することを話的とした.
{方法Jr健康文{むの創造による村づくりJを謀本線念とした
対象村の総合擬興計関第定を支援して，住民の健燦・スポーツ
行部j鶏査を実施した.題イむ抽出法による対議村内に感佳する議
20滋以上の男女を対象とし，語}接法瀦重量を爽施した.有効問
答標本数はし067名で，対象母銀問の 11.4%であった.また，
線本の留民健康保換加入者については過去 1年間的援療援を擁
護した、多数熔様モデルによる共分散機遊分折を適用して，ス
ポ…ツ施設利用，運動穣僚，通院，受療){:建綾体力認識の関に
みられる関東構造モデルを検託した，パス係数の推定には最尤
法をmいた.モヂルの適合度指様として， GFI(I仇吋1邸 sof fit 
index) ， AGFI (Adjustt':d GFl)， NFI (Nonued fit inax) ，α'1 
(Compar創刊誌tinch)， AlC (Akaike Inlbnnation criterion)を用い
た.統計解析には)Amo54.01を用いた.
{結梁}縫燦づくち施策の臨機経済恕j巣を訴す多議室指機モヂjレ
における銭湯j変数簡のパス係数は，スポーツ施設利用→運動習
場が0.76，運動潔懐→連総が0.05，遊説→受療がω0.87，遜動
持機→鑓灘体力認識が0.09，通院+欝~t体力認繊がω0.31 であっ
た.モデル適合皮は， AGFが0.986.AGFIが0.975と高い館を
ぶした.線本が65綾以上の場合，スポーツ施設事'J苦→迷動溜
壊が0.84と全体の場合と比べ，高いパス孫数をぶした.スポー
ツ施設利が運動習僚に大きく影響していることを示し.65議
以上において特に磁箸であることが示された.健康づくり施策
の箆捺経済効梁を訴す多重量指標モヂんに年寄舎の影響を加えたそ
ヂjレでは，年齢→スポーツ施設来umが-0.35，年齢→運動翠慢
が0.17，年齢→通院が-0.31であった.探本が65議以上の場合，
年齢→スポーツ施設利用が..0.10，年齢ゅ運動欝様カ，S0.12，均三
豊ト歩道院がイ).21と全体の場合と比べ，怒いパス銘数を示した.
65綾以上においてスポ…ツ簸投手!lm，運動習慣，遜鋭が多い
段j待にあることを訴した.
{結繍}共分散捕i義分析を溶潟して，スポーツ施設事:jm，運動
習犠，遊説ぅ受捺，t建殺体力認識の簡にみられるE霊祭織選モヂ
ルを検援した.高いモデル適合援を示し，スポーツ鈍綾利用ー〉
運動潔俄，通段→受擦，遊説→{建燦体力認識，運動習慣→縫燦
体力認識，のl}n~こは有意な器巣関係が認められた，
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